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都
市
計
画
法
で
定
め
ら
れ
る
都
市
計
画
と
は
、
一
体

の
都
市
と
し
て
の
広
が
り
を
持
つ
地
域
に
つ
い
て
、
都

市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
土

地
利
用
・
都
市
施
設
の
整
備
・
市
街
地
開
発
事
業
に
関

す
る
計
画
の
こ
と
で
、「
土
地
利
用
制
限
」
と
「
事
業
」

に
よ
り
全
体
と
し
て
調
和
の
取
れ
た
市
街
地
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
市
町
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
各
市
町
の
全
域
が
都
市
計
画
区
域
と
さ
れ
て
お
り
、

瑞
浪
市
で
は
、
市
街
地
で
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
お�

　
新
市
の
事
務
処
理
組
織
及
び
機
構
の
設
置
は
、
新
市

発
足
直
後
に
市
長
職
務
執
行
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
事
前
に
協
議
し
て
内
容
を
固
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

　
前
回
に
引
き
続
き
協
議
さ
れ
、
事
務
局
案
を
一
部
修

正
し
、
次
の
と
お
り
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
新
市
の
事
務
組
織
・
機
構
は
、
当
面
既
存
の
庁
舎
の

有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
、
定
員
管
理
の
適
正

化
を
図
り
つ
つ
、
「
新
市
に
お
け
る
事
務
組
織
・
機
構

の
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
整
備
す
る
。�

【
新
市
に
お
け
る
事
務
組
織
・
機
構
の
整
備
方
針
】�

・
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
組
織
・
機
構�

・
市
民
の
声
を
適
正
に
反
映
で
き
る
組
織
・
機
構�

・
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構�

・
指
揮
命
令
系
統
が
明
確
で
責
任
の
所
在
が
明
ら
か
な

　
組
織
・
機
構�

　
国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

合
併
に
当
た
っ
て
は
保
険
料
率
、
納
期
等
に
つ
い
て
統

一
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
住
民
負
担
で
あ
る
保
険
料
は
、
医
療
費
等
の
給
付
総

額
か
ら
定
め
ら
れ
る
た
め
、
各
市
町
と
も
保
険
料
率
が

異
な
り
ま
す
。
保
険
料
率
を
統
一
す
る
た
め
に
は
、
支

出
予
定
額
か
ら
保
険
料
賦
課
総
額
を
見
込
み
、
そ
れ
を

所
得
や
被
保
険
者
数
で
按
分
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

　
今
回
は
、
こ
う
し
た
保
険
料
率
を
決
め
る
シ
ス
テ
ム

等
に
つ
い
て
の
事
務
局
か
ら
の
説
明
に
と
ど
め
、
次
回

以
降
に
事
務
局
案
を
策
定
し
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

　
前
回
に
、
委
員
か
ら
資
料
提
供
の
依
頼
が
な
さ
れ
て

い
た
、
消
防
団
以
外
の
自
主
防
災
組
織
等
の
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
内
容
案
は
、
消
防
団
の
意
向
聴

取
中
の
た
め
、
次
回
以
降
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。�

　
四
つ
目
の
小
委
員
会
と
し
て
、
「
広
報
広
聴
小
委
員

会
」
を
設
置
す
る
た
め
の
規
程
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。�

　
瑞
浪
市
選
出
委
員
か
ら
は
、
市
川
晴
宣
委
員
・
安
藤

秋
義
委
員
・
野
平
琢
朗
委
員
が
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や
「
合
併
協
定
項
目
の
協

議
」
に
つ
い
て
11
月
を
目
途
に
進
め
る
こ
と
と
、
住
民

説
明
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
開
催
を
確
認
し
ま
し
た
。�

�

　
合
併
協
議
会
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
決
め
、�

　
平
成
15
年
度
予
算
は
、
先
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
８
百
万
円
余
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
の
う
ち
歳
入
は
、
県
補
助
金
２
千
万
円
と
各
市
町

の
負
担
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。�

２�平成15年２月15日�

⑯

第
８
回 

合
併
協
議
会�

　
１
月
29
日
、
第
８
回
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
が
、
セ

ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
、
「
広
報
広
聴
小
委
員
会
」

を
新
た
に
設
置
し
て
、
今
後
予
定
さ
れ
る
住
民
説
明
会

等
の
情
報
提
供
の
仕
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
平
成
15
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
提
案
さ

れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。�

　
合
併
協
定
項
目
の
う
ち
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た

２
項
目
と
、
新
た
に
５
項
目
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。�

  

そ
の
結
果
、
７
項
目
の
う
ち
３
項
目
に
つ
い
て
合
意

が
な
さ
れ
、
４
項
目
は
、
次
回
以
降
に
継
続
協
議
と
さ

れ
ま
し
た
。�

小
委
員
会
設
置
規
程
の
改
正
に
つ
い
て�

平
成
　
年
度
予
算
に
つ
い
て�

15

平
成
　
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て�

15

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て�

１
、
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い�

２
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い�

３
、
消
防
団
の
取
扱
い�

４
、
都
市
計
画
に
関
す
る
取
扱
い�



り
、
土
地
利
用
の
誘
導
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
用
途
地

域
以
外
は
、
い
わ
ゆ
る
白
地
地
域
と
よ
ば
れ
、
土
地
利

用
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
土
岐
市
と
笠
原
町
も
同
様
の
都
市
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
多
治
見
市
で
は
、
開
発
を
誘
導
す
る
「
市
街

化
区
域
」
と
、
開
発
を
規
制
し
て
保
全
を
図
る
「
市
街

化
調
整
区
域
」
で
市
域
全
体
を
規
制
し
て
い
ま
す
。�

　
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
都
市
計
画

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
「
白
地
地

域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
の
取
扱
い
を
協
議
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
協
議
の
結
果
、
用
途
地
域
、
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
整
備
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
面
は
、�

・
都
市
計
画
区
域
及
び
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
現
行

　
ど
お
り
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。�

・
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
は
、

　
現
行
ど
お
り
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。�

�

　
小
・
中
学
校
が
市
町
村
内
に
そ
れ
ぞ
れ
２
校
以
上
あ

る
場
合
は
、
学
校
教
育
法
施
行
令
に
よ
り
、
通
学
区
域

を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
合
併
後
旧
市
町
区
域

に
設
定
さ
れ
て
い
た
通
学
区
域
を
新
市
全
体
で
検
討
し

た
際
に
、
不
合
理
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
学
区

審
議
会
を
経
て
再
編
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
が
、
通
学
区
域
の
弾
力
化
を
打

ち
出
し
た
こ
と
で
、
「
学
校
選
択
制
度
」
が
導
入
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。�

次
回
以
降
、
事
務
局
案
を
作
成
し
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

【
協
議
結
果
】�

  

継
続
協
議
と
す
る
。�

�

　
県
・
３
市
１
町
・
そ
の
他
関
係
機
関
が
共
同
で
、
学

園
都
市
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
、
平
成
５
年
に

は
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
に
基
づ
く
振
興
拠
点

地
域
基
本
構
想
が
、
国
か
ら
承
認
さ
れ
、
基
盤
整
備
と

と
も
に
、
各
種
の
研
究
機
関
が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
県
が
、
３
市
１
町
と
共
同
し
て
取
組
ん
で
き
た
構
想

で
あ
り
、
基
盤
整
備
も
進
め
ら
れ
て
、
今
後
も
成
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
事
業
推
進
の
確

認
を
す
る
も
の
で
す
。�

【
協
定
案
】�

　
研
究
学
園
都
市
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

推
進
す
る
も
の
と
す
る
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
核
融
合
科
学
研
究
所
は
、
重
水
素
実
験
が
始
ま
る
と

　
ト
リ
チ
ウ
ム
が
発
生
す
る
。
公
害
調
停
中
で
も
あ
り
、

　
推
進
す
る
と
い
う
案
は
容
認
で
き
な
い
。�

・
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
の
目
的
に
合
致
し
て

　
い
な
い
施
設
が
あ
る
の
で
、
案
は
容
認
で
き
な
い
。�

・
学
園
都
市
は
全
国
に
い
く
つ
も
あ
る
。
個
々
の
問
題

　
と(

学
園
都
市
と
は)

切
り
離
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

・
核
融
合
科
学
研
究
所
か
ら
発
生
す
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の

　
量
は
、
自
然
界
の
発
生
量
よ
り
も
微
量
で
あ
る
。�

・
超
深
地
層
研
究
所
は
研
究
施
設
、
処
分
場
に
は
な
ら

　
な
い
。�

【
協
議
結
果
】�

　
継
続
協
議
と
す
る
。�

第
９
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
３
月
６
日
（
木
）
13
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
４
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
２
月
19
日
（
水
）
９
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

第
　
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
２
月
28
日
（
金
）
９
時
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
ー
５
１
２
１�

　
土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」
内 

　
東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

�

              

　     

☎
５
３
ー
４
３
０
０�
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o
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３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

合
併
協
議
会
開
催
案
内

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
多
治
見
市
で
は
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
推
進
体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
が
、
瑞
浪
市
で
は

プ
ラ
ン
策
定
中
で
あ
り
、
土
岐
市
で
は
策
定
に
向
け
た

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
合
併
後
も
新
市
と
し
て
の
男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
基
本
計
画
を
再
編
し
、
推

進
体
制
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
合
意
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
定
内
容
】�

　
男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。�

10

５
、
男
女
共
同
参
画
事
業�

６
、
研
究
学
園
都
市
推
進
事
業�

７
、
市
立
学
校
の
通
学
区
域�



�

・
内
容
　
冬
枯
れ
の
山
を
散
策
し
植
物
の
冬
芽
を
観
察�

・
費
用
　
無
料(

申
込
が
必
要
で
す)�

・
講
師
　
林
幸
弘
氏(

植
物
研
究
家
・
大
湫
町
在
住)�

・
定
員
　
20
人�

・
締
切
　
２
月
25
日（
火
）�

◎
申
込
　
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館
　�

�

　
　
　
☎ 

　
６
３
ー
０
０
１
５
　�

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
３
ー
０
０
１
６�

�

�

　
会
員
の
学
習
成
果
と
特
技
を
生
か
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
（
即
売
は
２
日
正
午
よ
り
）�

�

◎ 

問
合
せ
　
高
齢
介
護
課�

☎
内
線
１
５
４�

樽上児童センター�

有賀ひなたちゃん（２歳）�
（北小田町）� （山田町）�

米田秀太ちゃん（４歳）�
しゅうた�

　
第
75
回
記
念
選
抜
高
校
野
球
大
会
の
選
考
委
員
会

が
１
月
31
日
に
大
阪
市
で
開
か
れ
、
中
京
高
校
が
22

年
ぶ
り
４
回
目
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。�

　
校
庭
に
集
ま
っ
た
野
球
部
員
に
安
達
校
長
か
ら
出

場
の
決
定
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
歓
喜
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。�

　
中
川
主
将
は
、「
明
治
神
宮
大
会
の
優
勝
は
通
過
点

で
す
。
挑
戦
者
の
つ
も
り
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
　�

平成15年２月15日�４�

中
京
高
校
　
セ
ン
バ
ツ
出
場

中
京
高
校
　
セ
ン
バ
ツ
出
場�
中
京
高
校
　
セ
ン
バ
ツ
出
場

中
京
高
校
　
セ
ン
バ
ツ
出
場�
中
京
高
校
　
セ
ン
バ
ツ
出
場�

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー�

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー�

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー�

河
川
美
化
ポ
ス
タ
ー�

冬
の
竜
吟
の
森
で
木
の
芽
探
検

冬
の
竜
吟
の
森
で
木
の
芽
探
検�

冬
の
竜
吟
の
森
で
木
の
芽
探
検

冬
の
竜
吟
の
森
で
木
の
芽
探
検�

冬
の
竜
吟
の
森
で
木
の
芽
探
検�

３
月
１
日

３
月
１
日(

土)

　�

10
時
〜
時
〜
12
時�

竜
吟
の
森
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館

竜
吟
の
森
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館�

３
月
１
日(

土)

　�

10
時
〜
12
時�

竜
吟
の
森
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館�

瑞
浪
市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会�

３
月
１

３
月
１
日（
土
）

（
土
）・
２
日
２
日（
日
）

（
日
）�

９
時
〜

９
時
〜
17
時
（
２
日
は

時
（
２
日
は
15
時
ま
で
）

時
ま
で
）�

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

３
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）�

９
時
〜
17
時
（
２
日
は
15
時
ま
で
）�

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

余
技
作
品
展�

　
土
岐
川
を
美
し
く
す
る
会
が
主
催
す
る
「
土
岐
川

美
化
絵
画
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
が
１
月

28
日
行
わ
れ
、
そ
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　

　
　
　
　�

（
応
募
数
１
２
７
０
点
）�

入
賞
者（
瑞
浪
市
関
係
分  

敬
称
略
＝
数
字
は
学
年
）�

●
小
学
校
低
学
年�

　
一
席
樗
木
菜
那�

　
（
稲
津
３
＝�

　
　
写
真
右
）�

　
二
席
浅
沼
悠
香

　
（
稲
津
１
）�

　
梅
村
琴
里（
陶
２
）�

　
三
席
鈴
木
千
晴

　
（
稲
津
１
）�

　
古
田
彩（
陶
２
）�

　
川
畑
早
苗�

　
（
稲
津
３
）�

●
小
学
校
高
学
年�

　
一
席
仲
内
郁
恵

　
（
土
岐
５
＝�

　
　
写
真
左
）�

　
二
席
カ
ワ
ノ
セ

　
イ
ジ（
日
吉
５
）�

　
三
席
小
倉
彩
香

　
（
土
岐
５
）�

●
中
学
校�

　
二
席
山
内
美
穂

　
里
（
瑞
陵
１
）�

　
三
席
奥
村
真
由�

　
（
瑞
陵
１
）　
　�

�

������
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日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
行
う
皇
女
和

宮
事
業
で
、
昨
年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
細
久
手
宿
の

陶
板
に
続
き
、
日
吉
小
学
校
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
た
陶
板
が
、
１
月
末
に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。�

�

絵
柄
は
、
青
色
を
基
調
に
星
座
と
宇
宙
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
で
、
日
吉
小
学
校
高
学
年
と
中
学
生
が

描
い
た
も
の
で
す
。
小
学
校
東
側
約
50
ｍ
の
土
手
に

設
置
さ
れ
、
陶
板
は
約
200
枚
使
わ
れ
ま
し
た
。�

日
吉
小
学
校
前
に

日
吉
小
学
校
前
に�

　
　
　
　
陶
板
設
置

　
　
　
　
陶
板
設
置�
日
吉
小
学
校
前
に

日
吉
小
学
校
前
に�

　
　
　
　
陶
板
設
置

　
　
　
　
陶
板
設
置�
日
吉
小
学
校
前
に

日
吉
小
学
校
前
に�

　
　
　
　
陶
板
設
置

　
　
　
　
陶
板
設
置�
日
吉
小
学
校
前
に�

　
　
　
　
陶
板
設
置�

　
１
月
28
日
、
市
役
所
で
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
の

初
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

�

　
懇
話
会
委
員
は
、
一
般
公
募
者
、
各
種
団
体
の
推

薦
者
、
有
識
者
な
ど
14
人
で
、
こ
の
日
は
�
嶋
市
長

か
ら
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
２
年
）。�

　
こ
の
懇
話
会
で
は
、
女
性
と
男
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

市
が
平
成
15
年
度
に
策
定
す
る
「
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」（
仮
称
）へ
の
提
言
を
行
い
ま
す
。�

　
会
長
に
選
ば
れ
た
高
橋
ま
す
み
さ
ん
は
、「
瑞
浪
市

の
特
徴
を
生
か
し
、
男
女
の
役
割
を
考
え
た
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。�

　
２
月
２
日
、
寺
河
戸
町
水
の
木
地
区
で
、
商
売
繁

盛
と
地
区
の
活
性
化
を
願
い
、
天
徳
稲
荷
の
お
祭
と

富
く
じ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
富
く
じ
は
、
同
地
区
の
若
手
グ
ル
ー
プ
新
鮮
会
が

中
心
に
な
っ
て
２
年
前
か
ら
復
活
さ
せ
た
も
の
で
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
で
き
る
行
事
に
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
区
内
各
戸
な
ど
か
ら
、

く
じ
の
商
品
が
200
個
ほ
ど
集
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
婦
人
グ
ル
ー
プ
も
協
力
し
、
豆
ま
き
の
ほ

か
、
お
し
る
こ
、
お
で
ん
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。�

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し�

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し�

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し�

富
く
じ
で
ま
ち
お
こ
し�

男女共同参画懇話会�男女共同参画懇話会�男女共同参画懇話会�
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土
岐
町
の
鶴
ヶ
城
跡
は
岐
阜
県
指
定

の
史
跡
で
す
。
鶴
ヶ
城
は
鎌
倉
時
代
の

初
期
に
築
城
さ
れ
た
山
城
で
、
別
名
神

箆
（
こ
う
の
）
城
、
土
岐
城
、
国
府
城

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
代
々
土
岐
氏
の
居

城
と
し
て
東
濃
支
配
の
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
戦
国
時
代
に
は
武
田
氏
に
対
抗
す
る

織
田
氏
の
砦
と
な
り
、
関
ヶ
原
の
合
戦

後
に
廃
城
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

麓
（
ふ
も
と
）
か
ら
頂
上
ま
で
は
わ
ず

か
10
分
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
感
覚
で
登
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。�

　
４
月
か
ら
瑞
浪
市
適
応
指
導
教
室
を

市
役
所
分
庁
舎（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

に
新
設
し
ま
す
。
不
登
校
の
小
中
学
生

が
遊
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
し
な
が
ら
元

気
を
回
復
し
、
再
び
学
校
へ
通
え
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
施
設
で
す
。�

　
こ
の
教
室
に
通
所
す
る
場
合
は
、
学

校
の
出
席
と
同
等
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
不
登
校
で
悩
ん
で
見
え
る

方
、
学
校
教
育
課
か
こ
ぶ
し
相
談
室
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
適
応
指
導
教
室
の
新
設
に
伴

っ
て
教
育
相
談
室
（
こ
ぶ
し
相
談
室
）

を
瑞
浪
駅
北
の
共
同
福
祉
施
設
（
サ
ン

ラ
イ
ズ
瑞
浪
）
に
移
転
し
ま
す
。�

※
家
庭
児
童
相
談
は
今
ま
で
ど
お
り
毎

週
火
曜
日
に
、
市
役
所
分
庁
舎
で
行
な

い
ま
す
。�

　
平
成
15
年
度
の
み
ず
な
み
マ
イ
フ
レ

ン
ド
を
募
集
し
ま
す
。
み
ず
な
み
マ
イ

フ
レ
ン
ド
は
、
不
登
校
に
な
っ
て
い
る

小
中
学
生
の
話
し
相
手
・
遊
び
相
手
に

な
っ
て
そ
の
子
を
支
え
、
通
常
の
生
活

に
戻
る
た
め
の
手
助
け
を
す
る
方
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
熱
意
と

関
心
の
あ
る
方
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
年
齢
18
歳
以
上
の
方
。
経
歴
は
特
に

　
問
い
ま
せ
ん
が
若
い
方
を
歓
迎
し
ま

　
す
。�

・
申
し
込
み
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に

　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

・
申
し
込
ま
れ
た
方
は
み
ず
な
み
マ
イ

　
フ
レ
ン
ド
と
し
て
登
録
し
ま
す
。
実

　
際
の
活
動
は
学
校
や
家
庭
か
ら
の
要

　
望
で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ

　
て
も
活
動
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

・
マ
イ
フ
レ
ン
ド
と
し
て
活
動
し
て
い

　
た
だ
い
た
方
に
は
、
１
日
５
千
円
の

　
手
当
を
支
給
し
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
学
校
教
育
課�

　
　
　
　�

　
　
☎
内
線
４
８
８�

　
日
頃
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
50
歳

代
の
皆
さ
ん
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、

半
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ム
リ
せ
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
ゆ

っ
く
り
と
体
を
動
か
せ
ば
、
き
っ
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
で
し
ょ
う
。�

◇
日
　
時  

３
月
２
日（
日
）、�

　
３
月
15
日（
土
）
９
時
〜
12
時
受
付

◇
場
　
所  

市
民
体
育
館�

◇
内
　
容
　
肥
満
・
運
動
不
足
解
消
の

　
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
（
約
１

　
時
間
程
度
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
、

　
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
等
、
ご
希
望
に
応
じ

　
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。�

◇
対
　
象
　
50
歳
代
の
方  �

◇
参
加
費
　
無
料�

◇
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

　
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ�

�

◇
参
加
申
込  

当
日
、
窓
口
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。�

　
市
内
の
小
中
学
校
の
体
育
館
を
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
利
用
す
る
に
は
利

用
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。�

　
利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
新
規
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
２
月
28
日�

（
金
）ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ
・
申
込�

　
市
民
体
育
館�

☎
６
８
ー
０
７
４
７�

教育委員会�はぐくみ�

第
７
回

第
７
回�

第
７
回

第
７
回�

第
７
回�

鶴
ヶ
城
跡

鶴
ヶ
城
跡�

鶴
ヶ
城
跡

鶴
ヶ
城
跡�

鶴
ヶ
城
跡�

生涯学習施設３月の休館日�

総合文化センタ－�

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

文 化 会 館 �

化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市之瀬記念美術館�
地 球 回 廊 �
サイエンスワールド�

3、10、17、24、25、31日�

3、10、17、24、25、31日�

3、10、17、24、31日�

4、11、18、22、25日�

6、13、20､ 27日�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
運
動
不
足
解
消

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
運
動
不
足
解
消�
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
運
動
不
足
解
消�

小
中
学
校
体
育
館
の
利
用
登
録
を

小
中
学
校
体
育
館
の
利
用
登
録
を�

小
中
学
校
体
育
館
の
利
用
登
録
を�

適
応
指
導
教
室
の
新
設
と

適
応
指
導
教
室
の
新
設
と�

教
育
相
談
室
の
移
転

教
育
相
談
室
の
移
転�

適
応
指
導
教
室
の
新
設
と

適
応
指
導
教
室
の
新
設
と�

教
育
相
談
室
の
移
転

教
育
相
談
室
の
移
転�

適
応
指
導
教
室
の
新
設
と�

教
育
相
談
室
の
移
転�

「
み
ず
な
み

「
み
ず
な
み�

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」�
「
み
ず
な
み

「
み
ず
な
み�

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」�
「
み
ず
な
み

「
み
ず
な
み�

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」�
「
み
ず
な
み�

　
　
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」�
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わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

わ
が
校
の
取
り
組
み
紹
介�

稲

津

小

学

校

�
代
　
表
　
小
栗
　
勝
秋�

　
私
た
ち
は
、
瑞
浪
市
民
図
書
館
で
図

書
宅
配
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
平
成
10
年
10
月
に
発
足
し
た

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
は
17
人
で
、
主
婦
の
方
、
す
で
に

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
、
会
社
員
の
男

性
な
ど
、
年
齢
も
職
種
も
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
活
動
内
容
は
、
図
書
館
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
困
難
で
あ
る
方
々
の
自
宅
に
、

月
に
１
回
10
冊
ま
で
の
図
書
を
宅
配
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

開
始
当
初
は
た
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
利

用
者
も
、
現
在
で
は
16
人
と
な
り
ま
し

た
。�

　
基
本
的
に
一
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
人
の
利
用
者
を
担
当
し
て
宅
配
す
る

わ
け
で
す
が
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢

者
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
単
に
本
を

置
い
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
訪
問
の
際

の
会
話
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ど
の

利
用
者
の
方
も
「
本
が
届
く
の
が
楽
し

み
」「
家
に
い
な
が
ら
に
し
て
図
書
館
の

本
が
読
め
る
と
は
と
っ
て
も
あ
り
が
た

い
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
、
お
届
け
し
た

本
の
感
想
な
ど
を
生
き
生
き
と
語
っ
て

下
さ
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
す
。
こ
う
し

た
笑
顔
と
、
生
活
に
対
す
る
前
向
き
な

姿
勢
と
に
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
側
が
人
生
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
よ
う
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
が

生
活
の
幅
を
確
実
に
広
げ
、
我
々
の
生

き
が
い
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

　
本
校
に
は
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
長
年
積
み
重
ね
て
き
た

そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
「
健
康
な
体
」
と
「
温
か
い

心
」
と
「
確
か
な
実
践
力
」
を
育
む
よ

う
指
導
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。�

歯
科
保
健
の
活
動�

　
「
仲
良
し
歯
磨
き
教
室
」
で
は
、
６

年
生
が
１
年
生
へ
、
５
年
生
が
２
年
生

へ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
歯
垢
染
め
出
し
チ

ェ
ッ
ク
や
正
し
い
歯
磨
き
を
指
導
し
ま

す
。
ま
る
で
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
触
れ�

合
い
な
が
ら
、
教
え
学
び
合
う
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
単
に
歯
磨
き
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
歯
の
働
き
や
正
し
い
磨
き
方

な
ど
を
授
業
で
き
ち
ん
と
学
習
し
、
様

々
な
活
動
を
通
し
て
習
慣
化
す
る
こ
と

で
、
健
康
を
自
分
で
管
理
す
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受

賞
し
、
活
動
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。�

花
や
作
物
を
育
て
る
活
動�

　
下
の
写
真
は
６
年
生
が
総
合
的
な
活

動
で
育
て
上
げ
た
Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
花
壇
で
す
。

種
ま
き
に
始
ま
る
一
連
の
栽
培
活
動
や

地
域
の
方
々
へ
の
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
を
通
し
て
、
美
し
い
心
の
交
流
も�

で
き
ま
し
た
。
他
の
学
年
も
何
ら
か
の

栽
培
に
汗
を
流
し
、
収
穫
ま
で
の
営
み

を
感
動
体
験
し
て
い
ま
す
。�

心
ふ
れ
あ
う
「
や
ま
び
こ
」
活
動�

　
６
年
生
が
１
〜
５
年
生
の
各
学
級
へ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
入
り
、
遊
び
を
指
導

し
て
楽
し
く
交
流
す
る
朝
や
昼
の
活
動

で
す
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
次
第
に
指

導
力
を
発
揮
す
る
６
年
生
と
慣
れ
親
し

む
下
学
年
。
豊
か
な
人
間
関
係
の
醸
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ 

⑦

H14心
を
つ
な
ぐ�

　
図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を�

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て�

図
書
宅
配

図
書
宅
配�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

図
書
宅
配

図
書
宅
配�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

図
書
宅
配�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�



８�平成15年２月15日�

３月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

図書館だより�☎ 68-5529

ミ
ニ
展
の
ご
案
内

ミ
ニ
展
の
ご
案
内�
ミ
ニ
展
の
ご
案
内�

　
図
書
館
で
は
、
来
年
度
ミ
ニ
展
に
展

示
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
ミ
ニ
展
は
図
書
館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
皆
さ
ん
が
制
作
さ
れ
た
作
品
や
、

図
書
館
で
集
め
た
豊
富
な
資
料
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
展
示
を
し
て
い
ま

す
。�

　
展
示
の
申
し
込
み
が
で
き
る
の
は
グ

ル
ー
プ
で
の
発
表
と
し
ま
す
。
期
日
等

詳
細
に
つ
い
て
は
図
書
館
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。�

　
昨
年
10
、
11
月
に
韓
国
・
釜
山
で
開

催
さ
れ
た
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
」
に
競
泳
の
日
本
代

表
と
し
て
参
加
。
400�
m
自
由
形
リ
レ
ー

で
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
久
田
誠

（
く
で
ん
ま
こ
と
）さ
ん（
可
児
市
）の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。�

　
作
品
展
は
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
出
場
の

報
告
と
自
閉
症
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
、
出
場
し
た
大
会
の
メ
ダ
ル
や
施
設

で
制
作
し
た
絵
や
書
、
焼
き
物
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。�

　
各
地
域
の
中
学
校
か
ら
職
場
体
験
学

習
で
図
書
館
に
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
訪

れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
時
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
先
日
は
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
日

間
、
司
書
と
し
て
の
仕
事
を
体
験
さ
せ

て
頂
い
て
、
思
っ
た
よ
り
も
と
て
も
大

変
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。�

　
体
験
初
日
は
、
本
の
配
架
を
し
て
い

る
時
に
、
偶
然
お
年
寄
り
の
方
に
、
歴

史
の
本
の
場
所
を
聞
か
れ
ド
キ
ッ
と
し

な
が
ら
も
な
ん
と
か
案
内
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
お
年
寄
り

の
方
に
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
貴
重

な
体
験
で
し
た
。�

　
２
日
目
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
事
に

つ
い
た
と
き
、
前
日
と
比
べ
て
人
が
と

て
も
多
く
て
目
ま
ぐ
る
し
い
一
日
で
し

た
。
お
は
な
し
の
時
間
で
読
み
聞
か
せ

を
し
た
と
き
は
子
ど
も
達
が
す
ご
く
真

剣
に
聞
い
て
い
て
く
れ
て
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
体
験
を
決
し
て
わ
す
れ
ま
せ
ん
。�

巡 回 日� ステ－ション� 時      間�

15：30～16：00�

16：10～16：30

棚 田 山 �

羽 広   �

21日（金）�
15：20～15：50�

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00�

14：20～14：50�

15：00～15：20�

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

22日（土）�

26日（水）�

15：30～15：50�

16：00～16：20�

16：30～16：50

12日（水）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

13：20～13：40�

13：50～14：10�

14：20～14：50�

15：00～15：20�

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

20日（木）�

13日（木）�

15：30～16：20�

16：30～16：50

小 里 �

萩 原 �

14日（金）�
日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：00�

16：10～16：30

月末休館日のお知らせ�
２月28日（金）�

　図書館内の整理、傷んだ本の補修など

をするための「整理休館日」です。�

　ご迷惑をおかけしますがご協力をお願

いします。�

「もうひとりの僕」�「もうひとりの僕」�「もうひとりの僕」�「もうひとりの僕」�

図
書
館
司
書
を
体
験
し
て�

お
便
り
紹
介

お
便
り
紹
介�

お
便
り
紹
介

お
便
り
紹
介�

お
便
り
紹
介�

図
書
館
ミ
ニ
展

図
書
館
ミ
ニ
展�

図
書
館
ミ
ニ
展�

3月6日（木）～28日（金）�



・場　所  市役所１階  市民相談室�

・相談者  多治見社会保険事務所職員�

　年金全般にわたる相談を行います。（年金額の

　相談は事前にご連絡ください）�

なお、保険料の納付および納付相談も行います。�

◎問合せ 保険年金課 年金係  ☎ 内線108��

　白寿荘では、平成15年度の給食用物資の納入業

者を募集します。�

・応募資格　平成15年度に競争入札参加資格審査

　　　　　　申請をしている業者�

・応募期限　２月24日(月)�

◎問合せ・申込　あけよ温泉白寿荘 ☎ 68-2310��
�

・団員募集　管、弦、打等、どのパートでも可�

　・団　費　月額2,000円(学生は1,000円)�

　・年活動　定期演奏会(年1回)、出張演奏など��

・一般参加者募集�

　「第九入門コンサート」の一般演奏参加者�

・後援会員募集�

　市民交響楽団の維持・発展に協力いただける方�

　・年会費　１口3,000円��

◎申込・問合せ　(団員)事務局 ☎ 67-2080 長谷川
　　　　　　　   (後援会)事務局 ☎ 68-3232 松井

・採用人数　１人　(採用は4月)��

・応募資格　・市内在住で健康かつ身元確実な方�

　　　　　　・概ね３年以上勤務できる方�

　　　　　　・60歳以上の方(定年は65歳です)�

・職務内容　受注現場確認・見積り折衝・会員へ

　　　　　　の仕事の手配と関連する事務�

・給　　与　月額12万円程度＋諸手当�

・勤 務 日　月曜～金曜日(土・日・祝日・正月休み)

・応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、�

　　　　　　２月28日(金)までに申込む�

◎申込・問合せ　（社）瑞浪市シルバー人材センター�

　　　　　　　　☎ 68-8744　��

・業務内容　水道メーターの検針業務�

・募集人員　２人�

・申込資格　瑞浪市在住の健康で身元確実な方。　

　　　　　　平成15年４月１日現在満45歳以下の

　　　　　　方で、普通自動車免許をお持ちの方。�

・申込期限　2月28日(金)��

・申込方法　履歴書(市販のもので可)に必要事項を

　　　　　　記入のうえ、市役所上下水道管理課へ

　　　　　　申し込みください。�

※業務の開始時期については３月下旬を予定してい

　ます。�

◎問合せ　上下水道管理課　☎ 内線243・244�

　金融機関等が破たんした場合、預金のうち当座預

金、普通預金等、別段預金は平成17年３月末まで

引き続き全額保護されることになりました。�

・定期預金等については、これまで同様元本1,000

　万円までと、その利息が保護されます。それを超

　える部分は、破たん金融機関の財産の状況に応じ

　て支払われます。(一部カットされることがあります)��

・平成17年４月以降は、当座預金等の利息のつか

　ない預金が全額保護されることになります。�

・預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同

　様の取扱いがなされます。�

※詳しくは金融機関の窓口または預金保険機構、農

　水産業協同組合貯金保険機構、財務局に問合せく

　ださい。�

　　　　　－金融庁・預金保険機構－�

　経済産業省では、水力発電施設のある市町村に対

して、その建設により生じた自然および生活環境へ

の影響を緩和するために「水力発電施設周辺地域交

付金」を交付しています。�

　平成14年度は、市道大久後・細山線ほか２路線

の一部区間(約2.5ｋｍ)の舗装補修工事にこの交付金

が充てられました。��

　この事業により、安全で快適な生活基盤が整えら

れています。�

2月25日（火）・26日（水）�

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

15時～19時�

国 民 年 金 相 談 水道メーター検針員を募集�

水力発電交付金で�
　　安全で快適なまちづくり�

ペイオフの解禁が延期されます�

「白寿荘」給食用物資納入業者募集�

瑞浪市シルバー人材センター�
職　員　募　集�

瑞浪市民交響楽団からお知らせ�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

15時開始�

９時～11時�

母子健康手帳 �

コップ・タオル�

母子健康手帳 �

歯ブラシ・コップ�

母子健康手帳�

母子健康手帳�
早朝尿（50cc）�
歯ブラシ・コップ�平成12年２月15日～�

　　　２月29日生まれ    

平成13年８月16日～�
　　　８月31日生まれ    

平成13年８月１日～�
　　　８月15日生まれ    

平成12年２月１日～�
　　　２月14日生まれ    

２月26日（水） 

２月21日（金） 

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

＊電話等での予約が必要です。秘密は厳守します。�

＊ご家族の方のみのご相談でも結構です。　�

　病院にかかる機会のない方や、体について気にな

ることがある方など、健康チェックとして気軽にご

利用ください。�

９時30分�
　　～９時45分�

12時30分開始�

12時30分開始�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

平成９年２月生まれ�

平成11年９月生まれ�

平成13年３月生まれ�

平成12年９月生まれ�

平成14年９月生まれ�

３月14日（金） 

３月５日（水） 

３月７日（金） 

３月４日（火） 

２月28日（金） 

３月13日（木） 

３月11日（火） 

３ 歳 児 健 康 診 査 �

2歳6ヵ月児歯みがき教室�

3歳6ヵ月児歯みがき教室�

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 �

６ 歳 臼 歯 ム シ 歯 �
予 防 教 室 �

6 カ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

１歳6カ月児健康診査�

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

2003年２月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，446人（－27）世帯数＝13，885世帯（－9）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

　血液は人間の生命を維持するために欠くことので
きない成分です。体内から一定量が失われると命を
おとすことになります。普段は気づかないかもしれ
ませんが、血液の働きはとても大きく、現代の医療
を支えるためには輸血用血液が欠かせません。�
　また、輸血に必要な新鮮な血液をいつでも十分に
確保しておくために、絶えずだれかが献血していか
なければならないのです。�
　皆様のあたたかいご協力をおまちしております。�

Ｑ：献血の際、病気がうつされるようなことはあり

　　ませんか？�

Ａ：献血をするときに使われる針や血液のバックな

　　どは、献血者１人ごとに新しいものと交換され

　　ますので、ほかの献血者から病気がうつる心配

　　は絶対にありません。�

Ｑ：献血後、すぐに普段の生活にもどれないのでは

　　ありませんか？�

Ａ：１回の献血量は、全血採血時は200ml または

　　400ml です。この程度の量なら献血後の車の

　　運転、軽いスポーツもさしつかえありません。�

�

日　時�

相談内容�

老人性痴ほう相談�場所　保健センタ－�
３月11日（火）受付13時～14時�

 担　当� 大湫病院医師�

物忘れが激しい、物を盗られた、
興奮しやすくなった、徘徊、不潔
行為などでお困りの方や、接し方、
介護方法等の相談��

医師の健康相談�

日　時� 内　　　容�

3月12日（水）��
14時30分～15時�

個別相談、血圧測定、検尿�

�

相談名� 日　時� 内　　　容�

3月12日（水）��

9時30分～11時�

身体測定と育児相談　�
＊母子健康手帳を持参�
　ください�

管理栄養士の個別相談�
＊電話予約が必要�

健康相談� 場所　保健センター�

乳幼児　�

  相談�

栄養相談�
3月12日（水）�

9時～15時�

月　日� 種　類� 場　所� 時　間�

3月6日�

  （木）�

全　血�
  200ml�
  または�
  400ml（� ）� 瑞浪市役所�

10時～　�

15時30分�

なるほど！献血　Ｑ＆A

広げよう献血、あしたのために�


